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EPMA/元素分析 

試料情報 蛍光 X線分析用鉄鋼標準 

 

装 置 名 電子線マイクロアナライザー（EPMA-1610） 

測定条件 元素範囲：6Ｃ(炭素) 

備  考  

測定結果 

 

 鉄材料の鋼種判定に炭素量の把握は重要ですが、EPMAでは電子線照射によるカーボンコ

ンタミが発生し、微小異物の分析においては正確な値が得られません。そのため異物の材

料特定の際、炭素の含有量の取り扱いには注意が必要です。 

 

下図は照射径 Pointで 6分間の定性分析を 10回繰り返した時の炭素のピークの変化です。 

 

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目 7 回目 8 回目 9 回目 10 回目 

カウント 

874 
2371 2919 4057 4711 5017 5410 5910 6380 6907 

比率 

1.0 
2.7 3.3 4.6 5.4 5.7 6.2 6.8 7.3 7.9 

 

同じ個所で測定を繰り返すと 2 回目で約 3 倍、10 回目で約 8 倍のピーク強度となり、

影響が大きいことがわかります。 
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